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■ 概 要 

★ CPU：PIC18F2550使用で超小型ﾃﾞｼﾞﾀﾙ気圧(絶対圧)ｾﾝｻｰMPL115A2秋月ﾓｼﾞｭｰﾙ使用の 

電子ﾃﾞｼﾞﾀﾙ気圧計ｷｯﾄ(完全無調整)です。   (気圧ｾﾝｻｰとはＩ２Ｃ接続) 

◇ 気圧計測： センサー出力の気圧値をﾍｸﾄﾊﾟｽｶﾙと水銀柱で 3種類計算し表示します。 

単位: hPa(ﾍｸﾄﾊﾟｽｶﾙ)、 mmHg(ﾐﾘﾒｰﾄﾙ水銀柱)、 inHg(ｲﾝﾁ水銀柱) 

◇ 高度計測： 気圧と気温での計算上での高度を計測、２種類計算表示します。 

   単位： Ｍ(ﾒｰﾄﾙ)、ｆ(ﾌｨｰﾄ)  ｽｲｯﾁにてｾﾞﾛ･ﾘｾｯﾄ可。 

           (精密な精度は有りませんので、航空関連使用は禁止です。) 

◇ 簡易トレンド： 1 時間前と現在の気圧を比較して、上昇、下降、変化無しの傾向を表示。 

            傾向を 3個の LEDで常時表示。(上昇緑色、変化無し黄色、下降赤色) 

◇ 通信はﾏｲｸﾛﾁｯﾌﾟ USB(USB準拠)を搭載。(以後USB称呼) 

・上記計測データをｺﾏﾝﾄﾞ･ﾚｽﾎﾟﾝｽ(後述)にてﾊﾟｿｺﾝでﾃﾞｰﾀを取得する事が可能。 

・各種設定値取得可能。 ﾘﾚｰ制御用気圧上下限値設定、気圧ｵﾌｾｯﾄ値設定可能。 

・ﾌｧｰﾑｳｴｱのﾊﾞｰｼﾞｮﾝ･ｱｯﾌﾟ等はﾗｲﾀｰ無しで USBから書き込みが可能。 

・ｼﾞｬﾝﾊﾟｰ切り替えでUSB ﾊﾞｽﾊﾟﾜｰで動作可能。 

◇ 気圧計指示値修正用オフセット値設定可能。  

◇ ﾘﾚｰ接点出力： 気圧の上下限値の設定で、警報的な出力として使用できます。Ｃ接点 

◇ 16桁 2行ﾌﾞﾙｰﾊﾞｯｸ液晶表示器を標準装備。  

★ 電源： DC7-24V 120mA (推奨 12V1A ｽｲｯﾁﾝｸﾞ AC ｱﾀﾞﾌﾟﾀｰ )。 

   推奨AC ｱﾀﾞﾌﾟﾀｰ： 秋月電子(通販ｺｰﾄﾞ M-1804) GF12-US1210(12V1A) 1 個 600円 

■ 緒  元 

Ｃ Ｐ Ｕ Microchip PIC18F2550-I/SO 20MHzｸﾛｯｸ (内部48MHz) 

気圧ｾﾝｻｰ ﾌﾘｰｽｹｰﾙ社 超小型ﾃﾞｼﾞﾀﾙ絶対圧ｾﾝｻｰ MPL115A2 使用 

補正用温度ｾﾝｻｰ内蔵 ‒40～105℃ 

測   定 気圧計測：ﾍｸﾄﾊﾟｽｶﾙ 500hPa～1,150hPa [水銀柱 mmHg(ﾐﾘﾒｰﾄﾙ)/inHg(ｲﾝﾁ)]  

高度計測： ｍ(ﾒｰﾄﾙ)/f(ﾌｨｰﾄ)  最高高度5,600m/18,500f  

ｽｲｯﾁにてゼロリセット可。 誤差最大数10m有り 

簡易トレンド： 1時間前との比較で気圧のおおよその傾向をLCDとLEDで表示。 

ｼﾘｱﾙ通信 ｼﾘｱﾙ入出力 Microchip-USB(CDC) USB準拠 ﾚｾﾌﾟﾀｸﾙUSB-miniBﾀｲﾌﾟ 1CH 

・ｺﾏﾝﾄﾞ･ﾚｽﾎﾟﾝｽによる計測ﾃﾞｰﾀ出力。  

・ﾌｱｰﾑｳｴｱのﾊﾞｰｼﾞｮﾝｱｯﾌﾟ書き込み。 

リレー出力 気圧上限下限設定で、接点出力Ｃ接点(A,B接点)。 Max 1A24VDC/0.5A12VAC 

液晶表示機能 16桁2行液晶表示器標準装備 ﾌﾞﾙｰ･ﾊﾞｯｸ白抜きﾊﾞｯｸﾗｲﾄ付 

ﾌｧｰﾑ・ｳｴｱ Swordfish Compiler Ver.2.2.0.9 にて開発 

使用環境条件 室 内 (屋外で使用の場合は防滴、結露対策を十分行う事) 

電      源 7-12ＶＤＣ 約１２０ｍＡ平均, (推奨12V1A程度の電源をご使用下さい)   

基 板 寸 法 制御基板：  90mm x 55mm 1.6ｔ両面ｶﾞﾗｽｽﾙﾎｰﾙ基板 青色レジスト 

   

 注  意  
・ 当キットの製作は、必ず最後までこのマニュアルに目を通してから行ってください。 

・ 製作に関しましては、当社ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ(http://www.tristate.ne.jp/tsjob007.htm) も合わせてご覧下さい。 

又、追加/補足説明等、本ﾏﾆｭｱﾙに無い情報もﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞに掲載いたしますのでご覧ください。 

  ・  使用する気圧ｾﾝｻｰには、気圧を取り込む小さな丸い窓があります、異物混入等にご注意ください。 

 

＜免責事項＞ 当キットを使用すること、及び利用方法で生じた損害・損失は、直接・間接を含め 

如何なるものでも保証・責任を負うものでは有りませんのでご了承下さい。 
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■ ﾃﾞｼﾞﾀﾙ気圧計・キット部品表 

 名称 記号 Parts Type 個数  Description 

IC IC1 NJM7805FA 1   三端子ﾚｷﾞｭﾚｰﾀｰ 5V 

  IC2 PIC18F2550-I/SO 1● CPU  

 IC3  MPL115A2 1● 秋月超小型気圧ｾﾝｻｰ･ﾓｼﾞｭｰﾙ 

ﾌﾞﾘｯｼﾞ･ﾀﾞｲｵｰﾄﾞ D1 W02 or AM1510 1   電源用ﾌﾞﾘｯｼﾞ  

ﾀﾞｲｵｰﾄﾞ D2 SC-016-2-TE12RA 1● ｻｰｼﾞ吸収 

LED LED1,LED4 黄色 2● 気圧計ﾓｰﾄﾞ、気圧平行表示 

  LED2,LED5,LED6 赤色 3● 高度計ﾓｰﾄﾞ、気圧下降表示 

  LED3 緑色 1● 気圧上昇表示 

クリスタル X1 HC-49US 20MHz 1   CPU用 

ﾄﾗﾝｼﾞｽﾀ  TR1 2SC2712 等 1●  

抵抗 R13 100Ω 1● LCD ﾊﾞｯｸﾗｲﾄ 

  R2 470Ω 1● ﾘｾｯﾄ 

  R5,6,7,8,9,14,16 1KΩ 7● LED 

 R15 2.2KΩ 1●  

  R10,11,12  4.7KΩ 3● ﾌﾟﾙｱｯﾌﾟ 

  R1,3,4 10KΩ 3● ﾌﾟﾙｱｯﾌﾟ 

半固定抵抗 VR1 10KB 1   LCD ｺﾝﾄﾗｽﾄ調整用ﾎﾞﾘｭｰﾑ 

コンデンサ C5,6 22PF 2●   

  C2,3,8,9,10,,13,15 0.1μF 7●  

 C7 0.47μF 1●   

 C14 1μF 1●  

電解ｺﾝﾃﾞﾝｻ  C4,11 47μF 2     

  C1 100μF 1     

リレー RL Y14H-1C-5DS 1  5V リレー 

コネクタ CN1 MJ-179 1   2.1mmDC電源入力ｼﾞｬﾂｸ 

  CN3 UX60A-MB-5ST 1● USB-miniB ｺﾈｸﾀ 

  LCD1 2X7 ﾋﾟﾝﾍﾂﾀﾞｰ･ｵｽ 1    

    2X7 ﾋﾟﾝｿｹｯﾄ 1   液晶用 

  LCD2 1X5 ﾋﾟﾝﾍｯﾀﾞｰ・ｵｽ 1   ｼﾝｸﾞﾙ･ﾋﾟﾝ長物をｶｯﾄして使用 

    1X5 ﾋﾟﾝｿｹｯﾄ 1   液晶用 

ｼﾞｬﾝﾊﾟｰ JP1 3X1 ﾋﾟﾝﾍｯﾀﾞｰ・ｵｽ 1   5V電源、内部/USB切り替え 

ｼﾞｬﾝﾊﾟｰﾋﾟﾝ (JP1用)   1   黄色 

ﾎﾟﾘｽｲｯﾁ PF1 RXEF025 等 1   USB保護用自己復帰ﾋｭｰｽﾞ 

液晶表示器   SC1602BBWB-XA-G 1   ﾊﾞｯｸﾗｲﾄ付、白抜き青 

ﾀｸﾄｽｲｯﾁ SW1 汎用品 赤色 1   ﾘｾｯﾄ 

 SW2 汎用品 青色 1  気圧/高度表示切替、ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ 

  SW3 汎用品 白色 1   高度 0m ﾘｾｯﾄ 

専用基板  TS-BARO01 1   

    ● 面実装済み 

■ 製作前の注意事項 

★ 製作前に上記部品・数料をご確認下さい。万が一、不足等ございましたら、お手数でも製作前にお申し出下さいますようお願い致します。 

  改良の為、予告無く基板、部品等が変更になる場合がございます。その際は変更・訂正のﾃﾞｰﾀｰが折り込まれておりますので、それらを必ずお読みに 

  なってから本文をお読みくださいます様お願いいたします。 

★ このキットは、両面ガラス・スルホール基板※を使用しています。間違って部品をハンダ付けしますと、専用工具でなければ部品を取外すことが大変 

  難しい場合が有ります。 回路図、パーツリスト等を十分に確認 してからハンダ付けしてください。 

※ｽﾙﾎｰﾙ基板とは、基板にある穴は筒状のメッキを施した導電性で、基板表面と裏面とを電気的に導通させております。 

  半田後むりやり部品を抜いたり、むやみに穴を大きくしたりすると導通が無くなり動作しなくなったりします。  
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■ 向きが有り、間違えやすい部品 

                                           ｷｯﾄの部品には、向きがある部品が含まれて 

                                           居ます。図の部品には注意して下さい。 

                                           部品ﾘｽﾄの部品番号と基板上のｼﾙｸ印刷さ 

                                           れた部品番号の所に印刷された形状等に 

                                           合わせて取り付けます。 

                                           後頁に基板実体図も用意していますので 

                                           合わせて参考にして下さい。 

■ 基  板 

   

基板外形寸法：    90mm x 55mm  

              

 

基 板  仕 様：  

ｶﾞﾗｽｴﾎﾟｷｼ 1.6mm厚 両面ｽﾙﾎｰﾙ 

青色レジスト印刷 

    

 

四隅の取り付けﾈｼﾞ穴寸法： 

  79.84mm x 44.84mm、 3.5mmΦ x 4 

 

■ 組み立て     ( 組み立てに関しては＊＊＊＊ﾍﾟｰｼﾞの実体図と当社ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ該当ﾍﾟｰｼﾞを参考にしてください ) 

  基本的には背の低い部品よりハンダしていきます。前項にも有る様に注意としてはｽﾙﾎｰﾙ基板を使用して 

  いますので、一度ﾊﾝﾀﾞすると外しにくいため十分確認してからﾊﾝﾀﾞする事をお勧めいたします。 

１． 組み立てにあたって、前のページに有りますパーツリストと部品を確認します。パーツリストに有る［基 

     板上記号］の記号と基板上の同じ記号に部品をハンダ付けしていきます。基本的には背の低い部品か 

      ら取付けて行きますが、上記図の向きの有る部品は特に注意してハンダしてください。 このキットに使 

    用しています基板は両面ｶﾞﾗｽ･ｽﾙﾎｰﾙという基板で、ﾊﾝﾀﾞ後に部品を取り外す場合、専用工具等でなけ 

    ればならない場合があるからです。良く確認してからハンダ付け作業を行なってください。 

２． このキットでは、IC,2,と抵抗、一部を除くｺﾝﾃﾞﾝｻｰ、USB ｺﾈｸﾀの 38個の部品は既に機械で既に実装されて 

います。（ﾊﾟｰﾂﾘｽﾄで●マークの部品）。  初めに取りつける部品の順番としては、まず背の低い部品、 

IC1の 3端子ﾚｷﾞｭﾚｰﾀ、X1-20MHzのｸﾘｽﾀﾙ、SW1(赤色),SW2(青色),SW3(白色)3個のﾀｸﾄｽｲｯﾁ、D1 ﾌﾞﾘｯｼﾞ･ 

ﾀﾞｲｵｰﾄﾞ、VR1 ｺﾝﾄﾗｽﾄ調整用半固定抵抗、を順番に取り付けハンダして行きます。 

向きの有る部品に注意します。（前述の部品実体図と基板実体図とを併せて参照下さい） 

３． 次にﾋﾟﾝ･ﾍｯﾀﾞｰ、LCD用 LCD1-2x7(14 ﾋﾟﾝ)、 LCD ﾊﾞｯｸﾗｲﾄ用 LCD2-1x5(ｼﾝｸﾞﾙ 5 ﾋﾟﾝ) (ｼﾝｸﾞﾙﾋﾟﾝﾍｯﾀﾞｰは 

長尺の付属ﾍｯﾀﾞｰをカッター等でカットして使用-以後同様-)、電源切り替え用JP1-1x3(ｼﾝｸﾞﾙ 3 ﾋﾟﾝ)、CN5- 

1x5 ﾘﾚｰ出力用、を取り付けます。CN4-1x6 はﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ書き込み用ですから通常必要ありません。 

４． 電解コンデンサを取り付けていきます。C1-100μF,C4,C11-47μF、足の長い方が「＋」です。基板の「+」の 

印刷に合わせてﾊﾝﾀﾞしていきます。 USB保護ﾎﾟﾘｽｲｯﾁ PF1-薄茶の部品、を取り付けます。 

５． 大物部品を取り付けます。 CN1-DC ｼﾞｬｯｸ、RL-5V ﾘﾚｰを取り付けます。気圧ｾﾝｻｰ・ﾓｼﾞｭｰﾙにｼﾝｸﾞﾙﾋﾟﾝ・

ﾍｯﾀﾞｰ 1x4 を 2本ﾊﾝﾀﾞして、ﾎﾞｰﾄﾞの IC3の位置に向きに注意してﾊﾝﾀﾞします。 

６． < 重要 >黄色いｼﾞｬﾝﾊﾟｰﾋﾟﾝを JP1 の「INT」側に差して短絡します。(重要： このｼﾞｬﾝﾊﾟｰ(短絡)は電源を内

部の５Ｖに接続する為のもので、これを短絡しなければ、動作しません)   

JP1 を「USB」に短絡すると USB ﾊﾞｽﾊﾟﾜｰとして USB側から 5V電源を取り動作させる事が出来ます。 

７． 液晶表示器の加工。液晶は 2x7(14)と 1x5(5)のﾋﾟﾝﾍｯﾀﾞｰｿｹｯﾄをハンダするだけの処理です。 

バック・ライトは基板上のLCD-2端子より電源供給しますので従来様ｼﾞｬﾝﾊﾟｰ等一切有りません。 

液晶表示器をﾎﾞｰﾄﾞ上の、ＬＣＤ１と LCD2各々ﾋﾟﾝﾍｯﾀﾞｰに液晶表示器のｿｹｯﾄを差し込みます。 

８． ＜以上で組み立ては終了です。＞ 目視で部品の取り付け間違いが無いか、再度確認してください。 
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■ 基板実体図   (当社ホームページのﾃﾞｼﾞﾀﾙ気圧計ｷｯﾄ製作ページも参考にしてください。) 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

2x7 14P ﾀﾞﾌﾞﾙ･ﾋﾟﾝ･ｿｹｯﾄ 

ｺﾈｸﾀ  LCD1接続 

USBmini-B 

ｺﾈｸﾀｰ CN3

5x1 5Pｼﾝｸﾞﾙ･ﾋﾟﾝ･ｿｹｯﾄ

ｺﾈｸﾀ  ﾊﾞｯｸﾗｲﾄ用 

LCD2 接続 

CN1：DC ｼﾞｬｯｸ 

+/-不問 DC7-12V

7x2 ﾋﾟﾝﾍｯﾀﾞｰ 

LCD1 液晶用 

液晶ｺﾝﾄﾗｽﾄ 

調整VR1 

ﾌﾞﾘｯｼﾞ･ﾀﾞｲｵｰﾄﾞ

D1-向きに注意

X1: 20MHz ｸﾘｽﾀﾙ 

ﾄﾚﾝﾄﾞ゜表示LED 

LED3:緑色：↑ 上昇傾向

LED4:黄色：→ 変化無し

LED5:赤色：↓ 下降傾向

CN2：外部電源入力

+/-不問 DC7-12V

RL：5V ﾘﾚｰ 

CN5:ﾘﾚｰ出力 

ｺﾈｸﾀｰ 

気圧ｾﾝｻｰ 

ﾓｼﾞｭｰﾙ IC3

SW2:表示切替ｽｲｯﾁ(青色) 

押す毎に、気圧、高度、 

ﾄﾚﾝﾄﾞ表示を切り替える。 

SW3:高度0m ﾘｾｯﾄ 

ｽｲｯﾁ(白色) 

Ｊ３とＲ９は、何もし

ないでください。 

JP1：電源切替えｼﾞｬﾝﾊﾟｰ 

通常 INT側をｼｮｰﾄﾋﾟﾝでｼｮｰﾄ

SW1:ﾘｾｯﾄ 

ｽｲｯﾁ(赤色) 

5x1 ﾋﾟﾝﾍｯﾀﾞｰ

LCD2 液晶用

-ｵﾌﾟｼｮﾝ-

6x1 ﾋﾟﾝﾍｯﾀﾞ

ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ 

書き込み用

IC1:5V 三端子

ﾚｷﾞｭﾚｰﾀｰ 

電解ｺﾝﾃﾞﾝｻｰ (極性に注意)

C4,C11=47μF/C1=100μF

PF1:ﾎﾟﾘｽｲｯﾁ
動作表示LED 

黄色=気圧 

赤色=高度 

無点灯=ﾄﾚﾝﾄﾞ 

基板本体の部品実体図 

液晶表示器の裏側実体図 

LED6:ﾘﾚｰ動作 

確認LED赤色 

CPU IC2: 

PIC18F2550
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■ 電源投入 

 

    電源を投入する前に、十分目視して部品の向きに間違いが無いか等確認してから投入してください。 

        ﾃｽﾀｰをお持ちの片は、電源の電流を測りながら、電源投入してください。 

        電流は１２０ｍＡ程度です、これ以上多く流れていたりした場合、即電源を切り原因を調べてください。 

 

    電源を投入したら、ＶＲ１を時計方向に回し、液晶表示器に下記が鮮明に表示される様に調整します。  

     その時、LED1「ＢＡＲ」黄色が点灯します。 LED4「→」黄色が点滅します。 

 

MPL115A2 

BAROMETER Ver.X 

 

    10 秒すると、下記通常初期画面が表示されます。 

 

[BAR]→ 1007.3hPa

 29.00in/555mmHg

    

    ＳＷ2(青色)の「BAR/ALT/PRG」スイッチは、表示切替のスイッチです。 

       押す毎に、液晶の 2行目の表示が以下の様に変わり繰り返します。 

 

       

      ○ 通常の気圧[BAR]表示画面  

                 (LED1「BAR」黄色点灯、LED2「ALT」消灯。) 

                            「→」は気圧傾向を表します。 

                               「→」=気圧にあまり変化の無い状態。(ＬＥＤ4黄色点滅) 

「↑」=気圧が1時間前と比較して上がり傾向である事。(LED3緑点滅) 

      天気は良くなっていく傾向(天気になる確率が高い) 

「↓」=気圧が 1時間前と比較して下がり傾向である事。(LED赤点滅) 

                                   天気は悪くなっていく傾向(雨になる確率が高い) 

 

                            ○ 高度[ALT]を表示する画面 

                                (LED1「BAR」黄色消灯、LED2「ALT」点灯。) 

                             現在の気圧と気温で計算上の高度を表示します。 

                               SW3(白色)「ALT 0m」を押すと、高度0にﾘｾｯﾄします。 

                                  この高度は、気圧が大きく変化したり、温度の変化で高度が大きく 

                                         変わったりしますので、正確さを要求する用途では使用できません。 

 

                               ○ トレンド「TREND」気圧傾向表示 

                                   (LED1「BAR」黄色消灯、LED2「ALT」消灯。) 

      [BAR]右に出る矢印を 6時間6回分を連続して表示 

      します。 長時間の気圧の変化傾向を見る参考として 

           ください。 電源が入ってから順番に追加表示していきます。 

6個以上は右端が現在の傾向で、左から消えていきます。 

       

    

気圧の計測について： ｾﾝｻｰの応答速度が速いために、ﾄﾞｱの開閉や風が吹く等でも気圧が変化して 

計測されます。気圧の計測は、200ms間隔で 5０回計測してその平均値で決定し、10秒間隔で表示し 

ています。 

[BAR]→ 1007.3hPa 

[ALT]    50m/ 166f 

[BAR]→ 1007.3hPa 

[TREND]  →→↓→ 

[BAR]→ 1007.3hPa 

 29.00in/555mmHg 
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■ ＵＳＢによるコマンド・レスポンスモード通信について 

 

このﾎﾞｰﾄﾞは USB準拠の入出力を持ちます。 ﾄﾞﾗｲﾊﾞｰは、http://www.tristate.ne.jp/tsjob007-2.htm より 

ﾀﾞｳﾝ･ﾛｰﾄﾞしてご使用ください。 Windows では、ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ･ﾎﾟｰﾄ(COMx)として擬似RS-232C動作します。 

気圧計ﾎﾞｰﾄﾞ側の USB ｺﾈｸﾀは、汎用のUSB-miniB です。ﾄﾞﾗｲﾊﾞのｲﾝｽﾄｰﾙが出来たらﾊﾟｿｺﾝに接続します。 

  ﾊﾟｿｺﾝの「ﾊｲﾊﾟｰ･ﾀｰﾐﾅﾙ」等のﾀｰﾐﾅﾙ･ｿﾌﾄを使用して、通信します。ﾎﾞｰ･ﾚｰﾄ等の設定は必要ありません。 

 下記様、ﾊﾟｿｺﾝからのｺﾏﾝﾄﾞ(質問)に対して、気圧計ﾎﾞｰﾄﾞがﾚｽﾎﾟﾝｽ(返答)する対話型でﾃﾞｰﾀを出力、又は各 

設定を行います。 設定された数値等は、EE-PROMに記録され、電源を切っても消失する事は有りません。  

 

   【コマンド・レスポンス一覧表】 

 コマンド (大文字小文字区別無し) レスポンス  (ﾎﾞｰﾄﾞからの返答) 

[ENTER] (+CR+LF) >(CR+LF) 

入力ｴﾗｰ *******(+CR+LF) Error(+CR+LF) 

気圧値取得 ﾍｸﾄﾊﾟｽｶﾙ    BARH (+CR+LF) xxxx.xhPa (+CR+LF) 

気圧値取得 水銀柱mmHg BARM (+CR+LF) xxxmmHg (+CR+LF) 

気圧値取得 水銀柱 inchHg  BARI (+CR+LF) xxx.xxinchHg (+CR+LF) 

高度取得 メートル ALTM (+CR+LF) xxxm(+CR+LF) 

高度取得 フィート ALTF (+CR+LF) xxxxf (+CR+LF) 

気圧ｵﾌｾｯﾄ値の確認 OFST (+CR+LF) (-)xxxx.x (+CR+LF) 

ﾘﾚｰ制御上限値の確認 RYUP (+CR+LF) xxxx.x (+CR+LF) 

ﾘﾚｰ制御下限値の確認 RYDN (+CR+LF) xxxx.x (+CR+LF) 

ﾘﾚｰ制御上限値設定 RYUP、xxxx.x(+CR+LF) RYUP(+CR+LF+LF) 

SUCCESS xxxx.x 

ﾘﾚｰ制御下限値設定 RYDN、xxxx.x(+CR+LF) RYDN(+CR+LF+LF) 

SUCCESS xxxx.x 

気圧ｵﾌｾｯﾄ値設定 OFST、xxxx.x(+CR+LF) OFST(+CR+LF+LF) 

SUCCESS xxxx.x 

   ※ CR+LFは、ｷｬﾘｯｼﾞ･ﾘﾀｰﾝ+ﾗｲﾝ･ﾌｨｰﾄﾞ「改行文字」の事。ﾊｲﾊﾟｰ･ﾀｰﾐﾅﾙ使用の場合、ASCII 送信で「行末に改行文字を付ける」にﾁｪﾂｸを入れてください。 

 例： ・気圧計表示をｱﾅﾛｸﾞの気圧計と合わせたいので、1.4 ﾍｸﾄﾊﾟｽｶﾙ高くしたい：  (ｵﾌｾｯﾄ値設定) 

OFST,1.4(+CR+LF)   

低くしたい場合は（－）を先頭に付けます。 例： OFST,-1.2(+CRLF) 

    ・ﾘﾚｰ制御の設定 気圧値上限を 980hPa に、下限を 950hPa にして、気圧がその間だとﾘﾚｰを ON したい。：  

                     RYUP,980(+CR+LF)     RYDN,950.0(+CR+LF) 

            下限９８０ < 気圧値 < 上限値      [気圧値が範囲内の時ﾘﾚｰがＯＮします] 

    ・ﾘﾚｰ制御の設定 970hPa以下の気圧に成ったときﾘﾚｰをＯＮしたい： 

                     RYUP,970.0(+CR+LF)     RYDN,0(+CR+LF) 

 気圧値 < 上限値970       [気圧値が上限値未満の時ﾘﾚｰがＯＮします] 

    ・ﾘﾚｰ制御の設定 1015.5hPa以上の気圧に成ったときﾘﾚｰをＯＮしたい： 

                     RYUP,0(+CR+LF)     RYDN,1015.5(+CR+LF) 

 下限 1015.5 < 気圧値       [気圧値が下限値以上の時ﾘﾚｰがＯＮします] 

 

  注意： OFST/RYUP/RYDN 等のコマンドで読み出した祭に、入力した小数点以下の値と、読み出した値に若干誤差が出る場合 

があります。 これは、入力したデータと気圧計内部のデータ形式が違う為、型変換する時に生じる誤差と思われます。 

 

■ USBによる、本気圧計ﾎﾞｰﾄﾞのﾌｧｰﾑ･ｳｴｱのﾊﾞｰｼﾞｮﾝ･ｱｯﾌﾟ 

本ﾎﾞｰﾄﾞのﾌｧｰﾑｳｴｱのﾊﾞｰｼﾞｮﾝｱｯﾌﾟは、専用のﾗｲﾀｰは必要有りません。  

 本ﾏﾆｭｱﾙ最終ﾍﾟｰｼﾞ「補足説明」と下記当社ホームページをご覧ください。 

【 トライステート・ホームページ 電子キットのページ     http://www.tristete.ne.jp/tsjob007.htm 】 
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■ 回路図 

 

回路図のＰＤＦ版は、当社ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞよりﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞ可能です。
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■ 補足説明 

◎ リレー出力コネクターＣＮ５について   

 気圧計ﾎﾞｰﾄﾞには、1個の物理的接点を持つﾘﾚｰが搭載され 

ています。  前述のｺﾏﾝﾄﾞ･ﾚｽﾎﾟﾝｽにより設定された数値 

 になると、ﾘﾚｰはON(動作)します。このﾘﾚｰは、2つの接点 

 を持つ部品で、通常動作していない時はCOMと N.C.(3 と 

2)が接触しており、動作するとCOMと N.O.が接触します。 

接点容量 最大1A-24VDC/0.5A-125VAC 

   ｺﾈｸﾀにはﾎﾞｰﾄﾞ電源のDC+5V と GND も出ていますので 

      必要に応じてご利用ください。但し+5Vは内部共用ですから使用する容量にご注意ください。 

◎ USBによるﾊﾞｰｼﾞｮﾝ･ｱｯﾌ等のﾌｧｰﾑ･ｳｴｱの書き込み 

  当社下記ｻｲﾄより、「MyBoot」ｿﾌﾄをﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞしﾊﾟｿｺﾝにｲﾝｽﾄｰﾙします。最新のﾌｧｰﾑ･ｳｴｱ(HEX ﾀｲﾌﾟ)は 

都度提供致しますので、これもﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞします。USB ｹｰﾌﾞﾙでﾊﾟｿｺﾝと接続し、気圧計ﾎﾞｰﾄﾞの SW2(青色) 

[BAR/ALT/PRG]を押しながら SW1(赤色)[RESET]を押すと、LED-D1(黄色)[BAR]と,D2(赤色)[ALT]が交 

互に点滅します(書き込み準備完了)。  MyBoot を起動、[Open HEX]を押してﾌｧｰﾑｳｴｱのﾌｱｲﾙを指定し 

[Write/Verify]ﾎﾞﾀﾝを押して書き込みます。MyBoot 画面の下に進捗を示すﾊﾞｰが現れます。 

書き込みが終了したら[Restart Target]を押すと気圧計ﾎﾞｰﾄﾞがﾘｾｯﾄして再起動します。  

最新ﾌｱｰﾑｳｴｱのﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞは： http://www.tristate.ne.jp/ tsjob007-2.htm より行ってください。 

◎ USB ﾊﾞｽﾊﾟﾜｰによる電源供給に関して 

  本ﾎﾞｰﾄﾞの JP1 ｼﾞｬﾝﾊﾟｰ、通常は 2-3(INT)短絡ですが、1-2(USB)をｼｮｰﾄﾋﾟﾝで短絡すると、USB ｹｰﾌﾞﾙ側 

 から DC5Vの供給を受ける事ができます。USBの電流容量にも寄りますので確認の上ご使用ください。 

◎ ｵﾌﾟｼｮﾝ ｺﾈｸﾀｰ CN4について (CPU書き込み端子) 

   CN4は、CPU PIC18F2550 に直結されており、直接ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞの為の端子です。このﾎﾞｰﾄﾞを使用して独自 

                           のﾌｧｰﾑｳｴｱを開発して書き込む時、又は気圧計ﾎﾞｰﾄﾞのﾌﾞｰﾄ･ﾛｰﾀﾞ 

                          ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ(基本ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ)を書き込む際に使用します。書き込みには、 

ﾏｲｸﾛﾁｯﾌﾟ社の「PICkit-2」や秋月電子の互換ﾗｲﾀｰを使用します。 

これらの目的以外に、通常は使用する事は有りません。 

                          気圧ﾎﾞｰﾄﾞのﾌﾞｰﾄ･ﾛｰﾀﾞｰ・ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑとﾌｧｰﾑｳｴｱは、工場出荷時に 

                          書き込み済みです。  ﾌｧｰﾑｳｴｱのﾊﾞｰｼﾞｮﾝｱｯﾌﾟは、前述の様に 

                          USB を使用して書き込みします。 

 

  

■ 最 後 に 

  最新の超小型絶対圧ｾﾝｻｰを使用しました。 小粒ですが優秀な気圧ｾﾝｻｰです。気圧ﾃﾞｰﾀをﾊﾟｿｺﾝで 

  取り込みたいというご要望にお応えいたしました。末永くご使用頂きます様お願い申し上げます。  

 

             ◎お問い合わせは下記までメールか往復ﾊｶﾞｷにてお願い致します。 

デジタル気圧計･ｷｯﾄ ﾏﾆｭｱﾙ  第 1版 
2011 年 7月  TriState ltd. by  Y.YOSHIKAWA 

キットの情報／詳細は、下記当社ＵＲＬにて。 
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